
基本施策　16　生涯学習

【基本施策の目的】

【基本施策の今後の優先度】

【指標の分析と今後の対応】

平成29年度 施策評価シート

　市民一人ひとり生涯にわたってさまざまな学習活動に取り組み、その成果をより良い地域社会づくりに活かすことで、地
域力の向上につなげます。

大
生涯学習では、新図書館の建設や、各市民センターとの連携などを通じて、市民ニーズや社会的課題に対応
した施策を力強く進めていくことや、地域協働を推進する人材育成に取り組む予定であることや、同一分野内
における他の基本施策との比較の結果、「大」と判断した。

指標
単
位

区分 基準値 H26度 H27度 H28度
方向性との整合性とその要因、実績の

増減の要因、今後の見通し（予測）
今後の対応

生涯学習活動に取り組ん
でいる市民の割合

％

実
績

15.7 9.9 8.1 32.6

割合が4倍ほど増加してい
るが、市民意識調査にお
いて、生涯学習活動の範
囲がわかりにくかったた
め、具体例を掲載したこと
が大きな要因だと考えられ
る。
性別でみると男性より女性
の方が活動に取り組む割
合が5％ほど高く、年齢別
では65歳以上の高齢者で
割合が高く、仕事や子育て
に忙しい30歳代の割合が
最も低くなっている。

H30年度から市公民館の
講座開催事業が文化財団
へ移行される予定だが、引
続き各市民センターと連携
をとりながら、市民ニーズ
や社会的課題に対応した
講座や子育て世代でも参
加しやすい内容や日程の
講座を開催し、学習に取り
組める環境を提供する。

目
指
す
方
向
性 →

生涯学習活動に取り組ん
でいる市民の割合

％

割合が4倍ほど増加してい
るが、市民意識調査にお
いて、生涯学習活動の範
囲がわかりにくかったた
め、具体例を掲載したこと
が大きな要因だと考えられ
る。
性別でみると男性より女性
の方が活動に取り組む割
合が5％ほど高く、年齢別
では65歳以上の高齢者で
割合が高く、仕事や子育て
に忙しい30歳代の割合が
最も低くなっている。

H30年度から市公民館の
講座開催事業が文化財団
へ移行される予定だが、引
続き各市民センターと連携
をとりながら、市民ニーズ
や社会的課題に対応した
講座や子育て世代でも参
加しやすい内容や日程の
講座を開催し、学習に取り
組める環境を提供する。

目
指
す
方
向
性 →

生涯学習活動による成
果を地域社会に活かして
いる市民の割合

％

実
績

40.2 49.3 56.3 36.4

値としては減少している
が、ベースとなる、指標「生
涯学習活動に取り組んで
いる市民の割合」で「はい」
と回答した市民の割合が
増加したことにより、実数
としては2倍以上増加して
いる。年齢別では65歳以
上及び10歳代の割合が高
く、仕事や子育てに忙しい
30歳代の割合が最も低
い。
引き続き、地域社会に活
かせる場や情報の提供を
行う。

こまなびサロンが文化財
団に移行後も、各市民セン
ターと連携をはかって相談
体制を強化し、社会貢献
の具体的方法や手段など
について周知を行ってい
く。また、魅力ある出前講
座の開催や気軽に相談で
きる窓口の雰囲気作りに
つとめ、子育て世代の地
域参加へつなげていく。

目
指
す
方
向
性 →

生涯学習活動による成
果を地域社会に活かして
いる市民の割合

％

値としては減少している
が、ベースとなる、指標「生
涯学習活動に取り組んで
いる市民の割合」で「はい」
と回答した市民の割合が
増加したことにより、実数
としては2倍以上増加して
いる。年齢別では65歳以
上及び10歳代の割合が高
く、仕事や子育てに忙しい
30歳代の割合が最も低
い。
引き続き、地域社会に活
かせる場や情報の提供を
行う。

こまなびサロンが文化財
団に移行後も、各市民セン
ターと連携をはかって相談
体制を強化し、社会貢献
の具体的方法や手段など
について周知を行ってい
く。また、魅力ある出前講
座の開催や気軽に相談で
きる窓口の雰囲気作りに
つとめ、子育て世代の地
域参加へつなげていく。

目
指
す
方
向
性 →

市民の図書館に対する
満足度

実
績

55.4 55.4 44.3 47.0

インターネットなど他メディ
アの躍進による読書離
れ、図書館の老朽化や狭
隘化等により現図書館は
市民のニーズに応えきれ
ていない。今後は、貸出し
中心の機能のみならず、
様々なニーズに対応でき
るサービスや居心地の良
い「場」を提供することによ
り、満足度の向上につなが
ると考えます。

市民一人ひとりに、図書館
を学習活動や地域活動の
拠点として活用してもらう
ために、新図書館の建設
や現図書館サービスの改
善に引き続き努めていきま
す。

目
指
す
方
向
性 →

％
市民の図書館に対する
満足度

インターネットなど他メディ
アの躍進による読書離
れ、図書館の老朽化や狭
隘化等により現図書館は
市民のニーズに応えきれ
ていない。今後は、貸出し
中心の機能のみならず、
様々なニーズに対応でき
るサービスや居心地の良
い「場」を提供することによ
り、満足度の向上につなが
ると考えます。

市民一人ひとりに、図書館
を学習活動や地域活動の
拠点として活用してもらう
ために、新図書館の建設
や現図書館サービスの改
善に引き続き努めていきま
す。

目
指
す
方
向
性 →

％
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展開方向 指標
単
位

区分 基準値 H26度 H27度 H28度
方向性との整合性とその要因、実績の

増減の要因、今後の見通し（予測）
事務事業等の見直し内容

１　学習の
機会を提供
します

市民講座が
開かれてい
ることを知っ
ている市民
の割合

％

実
績

78.3 74.4 74.8 73.3

全体として大きな変動はな
いが、30歳代以下の認知
度が低い。年２回の情報ガ
イド発行やＨＰによる周知
のみでは限界があるた
め、様々な媒体を使って広
報を行っていく必要があ
る。

Ｈ30年度から情報学習ガ
イド発行は、市公民館の市
民講座開催事業とともに
文化財団へ移行する予定
である。情報ガイド自体の
見直しと併せ、財団事業の
際の折込チラシ配布など
新たな周知方法を検討す
るとともに、フェイスブック
を積極的に活用し、若い世
代への周知を計っていく。

目
指
す
方
向
性

→
１　学習の
機会を提供
します

市民講座が
開かれてい
ることを知っ
ている市民
の割合

％

全体として大きな変動はな
いが、30歳代以下の認知
度が低い。年２回の情報ガ
イド発行やＨＰによる周知
のみでは限界があるた
め、様々な媒体を使って広
報を行っていく必要があ
る。

Ｈ30年度から情報学習ガ
イド発行は、市公民館の市
民講座開催事業とともに
文化財団へ移行する予定
である。情報ガイド自体の
見直しと併せ、財団事業の
際の折込チラシ配布など
新たな周知方法を検討す
るとともに、フェイスブック
を積極的に活用し、若い世
代への周知を計っていく。

目
指
す
方
向
性

→

市民講座受
講者数

人

実
績

1,947 1,836 2,062 1,911

講座の受講者数は、昨年
度より減少した。受講者数
は、講座内容により大きく
変動するため、今後も変動
は予想される。

平成28年度から市公民
館、3市民センターで市民
企画講座を開講している
が、講座内容が趣味・教養
に偏る傾向があるため、市
民ニーズや社会的課題に
対応した講座を公民館職
員の企画により実施し、受
講者拡大をはかる。

目
指
す
方
向
性

→

１　学習の
機会を提供
します

市民講座受
講者数

人

講座の受講者数は、昨年
度より減少した。受講者数
は、講座内容により大きく
変動するため、今後も変動
は予想される。

平成28年度から市公民
館、3市民センターで市民
企画講座を開講している
が、講座内容が趣味・教養
に偏る傾向があるため、市
民ニーズや社会的課題に
対応した講座を公民館職
員の企画により実施し、受
講者拡大をはかる。

目
指
す
方
向
性

→
市民講座を
受講して、社
会貢献活動
をしてみたい
と思った市
民の割合

％

実
績

26
(H26年度)

26 21

講座終了後のアンケート
結果によるものだが、昨年
より減少した。趣味・教養
講座が多く、短期間の講
座受講によって充分な技
術や知識を得られるわけ
ではないことから、社会貢
献にはすぐに結びつきにく
いと考えられる。

講座終了後の自主グルー
プの発足の手助け、また
は既存サークルの紹介等
により引続き学習に取り組
める環境を提供するととも
に、生涯学習講師やボラン
ティア登録など、社会貢献
の具体的方法や手段につ
いて周知を行っていく。

目
指
す
方
向
性

→

１　学習の
機会を提供
します

市民講座を
受講して、社
会貢献活動
をしてみたい
と思った市
民の割合

％

講座終了後のアンケート
結果によるものだが、昨年
より減少した。趣味・教養
講座が多く、短期間の講
座受講によって充分な技
術や知識を得られるわけ
ではないことから、社会貢
献にはすぐに結びつきにく
いと考えられる。

講座終了後の自主グルー
プの発足の手助け、また
は既存サークルの紹介等
により引続き学習に取り組
める環境を提供するととも
に、生涯学習講師やボラン
ティア登録など、社会貢献
の具体的方法や手段につ
いて周知を行っていく。

目
指
す
方
向
性

→

２　学習活
動を支援し
ます

こまなびサロ
ンを知ってい
る市民の割
合

％

実
績

24.5 26.6 29.3 26.8

こまなびサロンの認知度
は、ほぼ横ばいの状態で
ある。市公民館４Fという一
般的には分りづらい場所
にあるのも認知度増につ
ながらない要因の一つと
考えられる。

３０年度からこまなびサロ
ンも文化財団へ移行する
予定であるため、財団で情
報誌などを用いてこまなび
サロンの周知を図ってい
く。

目
指
す
方
向
性

→
２　学習活
動を支援し
ます

こまなびサロ
ンを知ってい
る市民の割
合

％

生涯学習に
関する相談
件数

件

実
績

152

こまなびサロンの認知度
は、ほぼ横ばいの状態で
ある。市公民館４Fという一
般的には分りづらい場所
にあるのも認知度増につ
ながらない要因の一つと
考えられる。

３０年度からこまなびサロ
ンも文化財団へ移行する
予定であるため、財団で情
報誌などを用いてこまなび
サロンの周知を図ってい
く。

目
指
す
方
向
性

→
198 167 167

昨年度と同数である。こま
なびサロンのみの相談件
数であり、こまなびサロン
の認知度を上げることが
必要である。

こまなびサロンでの相談事
業も文化財団へ移行とな
る予定である。市民セン
ターとの連携に加え、１F
の文化財団事務室との連
絡体制を整備し、相談体
制の強化を図っていく。

目
指
す
方
向
性

→
２　学習活
動を支援し
ます

生涯学習に
関する相談
件数

件

昨年度と同数である。こま
なびサロンのみの相談件
数であり、こまなびサロン
の認知度を上げることが
必要である。

こまなびサロンでの相談事
業も文化財団へ移行とな
る予定である。市民セン
ターとの連携に加え、１F
の文化財団事務室との連
絡体制を整備し、相談体
制の強化を図っていく。

目
指
す
方
向
性

→
社会活動の
支援や指導
に関わって
みたいと思う
市民の割合

％

実
績

36.1 35.6 32.9 28.6

毎年、減少傾向である。関
心があり実際に地域の活
動に携わってみたものの、
指導・支援の苦労を痛感
する人も多い。また、社会
的活動に興味がない人や
目を向ける余裕がない人
もいると考えられることか
ら、今後も横ばい、もしくは
減少傾向が予想される。

知識や技術があっても人
前に立つことに不安を感じ
る方や、経験してみたが上
手くできず悩んでいる方等
に、生涯学習人材育成講
座として、地域で活かして
いくために必要なスキルや
コミュニケーションの取り方
などを身につける講座を開
催していく。

目
指
す
方
向
性

→

２　学習活
動を支援し
ます

社会活動の
支援や指導
に関わって
みたいと思う
市民の割合

％

毎年、減少傾向である。関
心があり実際に地域の活
動に携わってみたものの、
指導・支援の苦労を痛感
する人も多い。また、社会
的活動に興味がない人や
目を向ける余裕がない人
もいると考えられることか
ら、今後も横ばい、もしくは
減少傾向が予想される。

知識や技術があっても人
前に立つことに不安を感じ
る方や、経験してみたが上
手くできず悩んでいる方等
に、生涯学習人材育成講
座として、地域で活かして
いくために必要なスキルや
コミュニケーションの取り方
などを身につける講座を開
催していく。

目
指
す
方
向
性

→
2



H27度 H28度
方向性との整合性とその要因、実績の

増減の要因、今後の見通し（予測）
事務事業等の見直し内容展開方向 指標

単
位

区分 基準値 H26度

３　図書館
サービスを
充実します

市民１人あ
たりの図書
などの年間
貸出冊数

冊

実
績

7 6.6 6.7 6.5

インターネットの普及や活
字離れ等により貸出冊数
は減少傾向にある。各市
民センター図書室での減
少率が若干高い。

今後は本館のみならず各
市民センター図書室の環
境整備にも力を入れること
により、貸出冊数の向上を
図るとともに、各市民セン
ター図書室の除籍を積極
的かつ定期的に行うことに
より、書籍を選びやすい書
架とする。

目
指
す
方
向
性

→
３　図書館
サービスを
充実します

市民１人あ
たりの図書
などの年間
貸出冊数

冊

インターネットの普及や活
字離れ等により貸出冊数
は減少傾向にある。各市
民センター図書室での減
少率が若干高い。

今後は本館のみならず各
市民センター図書室の環
境整備にも力を入れること
により、貸出冊数の向上を
図るとともに、各市民セン
ター図書室の除籍を積極
的かつ定期的に行うことに
より、書籍を選びやすい書
架とする。

目
指
す
方
向
性

→
１年以内に
図書館を訪
れたことがあ
る市民の割
合

％

実
績

36.1 33.5 34.2 32.3

施設の老朽化、狭隘化が
目立ち図書館の魅力が薄
れている。

少しでも居心地のよい空
間となるよう配架等の工夫
をしたり、講座やイベント
の充実を図るとともに、書
架の配置（北里市民セン
ター）を工夫、興味を引く展
示コーナーの設置、一般
向けの講座やイベントの充
実に努める。

目
指
す
方
向
性

→
３　図書館
サービスを
充実します

１年以内に
図書館を訪
れたことがあ
る市民の割
合

％

施設の老朽化、狭隘化が
目立ち図書館の魅力が薄
れている。

少しでも居心地のよい空
間となるよう配架等の工夫
をしたり、講座やイベント
の充実を図るとともに、書
架の配置（北里市民セン
ター）を工夫、興味を引く展
示コーナーの設置、一般
向けの講座やイベントの充
実に努める。

目
指
す
方
向
性

→
おはなし会
などの参加
人数

人

実
績

7,375 7,382 7,022 6,532

天候や他の行事との重複
など不確定要素がある
が、一定の集客率がある。

今後も読み聞かせボラン
ティアと連携し、継続して
事業を行っていくとともに、
ボランティアが安定した活
動ができるように、ボラン
ティア保険への加入や消
耗品の購入、ステップアッ
プ講座の開催を行う。

目
指
す
方
向
性

→

３　図書館
サービスを
充実します

おはなし会
などの参加
人数

人

天候や他の行事との重複
など不確定要素がある
が、一定の集客率がある。

今後も読み聞かせボラン
ティアと連携し、継続して
事業を行っていくとともに、
ボランティアが安定した活
動ができるように、ボラン
ティア保険への加入や消
耗品の購入、ステップアッ
プ講座の開催を行う。

目
指
す
方
向
性

→

削減に
関する
具体的
な考え
方

展開
方向

１

 市公民館で実施する１．市民講座開催事業及び２．ゆうゆう学級講座開催事業は、平成３０
年度からこまき市民文化財団へ移行する予定であるが、展開方向の目的を達成するため、文
化財団へ講座開催委託事業(仮称）として事業費を計上する必要がある。

「ゆうゆう学級講座開催事業」は、Ｈ27年度から受講期間を2年から1年に変更し、Ｈ28年度か
らは1学級のみとしたところである。1年で20回の開催のうち、社会見学や出前講座の利用に
より講師謝礼が不要の回もあることから、講師等謝礼の一部金額を削減する。

展開
方向

２

・生涯学習相談事業のうち生涯学習情報ガイドこまなび発行、こまなびフェスティバル、生涯学
習人材育成講座などはH30年度からこまき市民文化財団へ移行する予定である。
削減予定額は以下のとおり
　共済費　1,074千円（こまなびサロン職員分）
　賃金　　　6,389千円（　　　〃　　　　　　　　　）
　報償費　　100千円（人材育成講座の講師謝礼）
　需用費　3,626千円（生涯学習情報ガイドこまなび印刷費等）
　役務費　　　85千円（こまなびフェスティバルのクリーニング代）
ただし、いずれも文化財団へ委託等を行うことになるため、こまなびサロン職員の人件費をは
じめ、情報誌発行、こまなびフェスティバル、人材育成講座にかかる費用はこれまでと同額程
度が必要となる見込みであるが、講師謝礼など削減できるところは見直しをはかっていく。

・「社会教育関係団体助成事業」は、小中学校ＰＴＡ連絡協議会補助金であり、予算の維持が
必要。
・「地域３あい事業」は、地域協議会と重複する部分も多く、今秋開催予定の生涯学習審議会
で意見聴取を行い、将来の３あい事業のあり方について方向性を定めていく予定だが、29年
度も全区のうち半数の65区が実施している事業であり、早急な削減は各区の地域づくり行事
に支障をきたす恐れがあるため、予算の維持が必要。
・「生涯学習キャンパス運営事業」は、H29年度で終了予定のため、1,018千円削減する。
・「中部公民館施設管理事業」は、適正な施設管理のために予算の維持が必要。

展開
方向

３

「図書等購入事業」については、資料の購入と除籍を計画的に行い、充実した蔵書とするた
め、毎年安定した予算の確保が必要と考えるが、施設配本用図書の蔵書数が増大しているこ
とにより、購入を控え事業費の一部金額の削減を図る。
「視聴覚ライブラリー事業」については、一定の役割は終えつつあると考えるので、新規資料
の購入を廃止することにより事業費の一部金額を削減する。
「読書啓発事業」については、生涯学習推進のため、図書館として継続して行っていく事業と
考えるため、予算の維持が必要である。

経
常
事
業
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実
施
計
画
事
業

資源投
入の考
え方

展開
方向

１

経常事業を引き続きしっかりと進めていく。

展開
方向

２

経常事業を引き続きしっかりと進めていく。

展開
方向

３

新図書館建設事業は、現図書館の建物の老朽化や狭隘化といった課題に対応する為に小牧
駅前A街区に新たに図書館を建設する事業である。この事業は、ラピオの再構築、小牧駅周
辺整備と併せて中心市街地における市の施策として特に重要な事業であると考えており、ま
た市民や議会からも早期に新図書館の供用開始を望む声があることからも資源投入量を増
加することが必要と考えている。
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